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■
シ
リ
ー
ズ
■

中
学
校
武
道

授
業
の
充
実
に
向
け
て
●173

　

中
学
校
保
健
体
育
教
諭
と
し
て
15
年
勤
務
し
、
10
年
の
行
政
生
活
を
経
て

昨
年
度
か
ら
中
学
校
で
勤
務
し
て
い
る
。
現
在
、
保
健
体
育
の
授
業
を
週
３

時
間
担
当
し
て
い
る
が
、
10
年
ぶ
り
の
学
校
現
場
は
、
学
習
指
導
要
領
の
改

訂
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
感
染
拡
大
に
よ
り
新
し
い
生
活
様
式

に
基
づ
い
た
学
校
生
活
、
学
習
用
端
末
を
活
用
す
る
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構

想
な
ど
大
き
く
変
化
し
て
い
た
。
今
年
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

が
５
類
感
染
症
に
移
行
し
転
換
期
を
迎
え
て
い
る
が
、ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
の
中
、

踏
み
出
す
一
歩
は
今
後
の
試
金
石
と
な
る
と
捉
え
て
い
る
。

　

現
在
剣
道
授
業
は
、
文
部
科
学
省
の
「
学
校
に
お
け
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
に
関
す
る
衛
生
管
理
マ
ニ
ュ
ア
ル
（
Ｖ
ｅ
ｒ
．
９
）」
に
よ
り
、

「
感
染
症
対
策
を
講
じ
て
も
な
お
感
染
の
リ
ス
ク
が
高
い
学
習
活
動
」
の
「
近

距
離
で
組
み
合
っ
た
り
接
触
し
た
り
す
る
運
動
」
に
該
当
し
て
い
る
こ
と
か

　
―
―
「
今
」
の
時
代
の
武
道
授
業
を
追
い
求
め
て
―
―
②

　
　（
授
業
実
践
を
も
と
に
剣
道
授
業
を
考
え
る
）

宇
都
宮
市
立
晃
陽
中
学
校
副
校
長　

山
田
博
子

ら
、
全
日
本
剣
道
連
盟
作
成
の
『
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
予
防
に
留

意
し
た
中
学
校
に
お
け
る
剣
道
授
業
の
展
開
（
手
引
き
）【
改
訂
版
】』
を
参

考
に
対
策
を
講
じ
な
が
ら
実
施
し
て
い
る
。

　

私
は
14
年
前
の
２
０
０
９
年
12
月
号
本
連
載
で
剣
道
授
業
実
践
（
平
成
18

年
「
全
国
中
学
校
体
育
・
保
健
体
育
研
究
発
表
会
」
実
践
発
表
）
に
つ
い
て

紹
介
し
た
。
そ
の
後
、
武
道
が
必
修
化
と
な
り
、
さ
ら
に
剣
道
授
業
の
た
め

の
研
修
会
や
授
業
研
究
な
ど
が
各
地
で
行
わ
れ
、
そ
の
指
導
法
は
実
践
に
活

か
さ
れ
て
い
る
と
感
じ
て
い
る
。
10
年
前
か
ら
日
本
武
道
館
主
催
の
「
全
国

剣
道
指
導
者
研
修
会
」
に
講
師
と
し
て
参
加
し
、
全
国
の
先
生
方
の
熱
心
な

取
り
組
み
を
身
近
に
感
じ
、
多
く
の
こ
と
を
学
ば
せ
て
い
た
だ
い
た
。

　

今
回
は
、
令
和
の
日
本
型
学
校
教
育
の
趣
旨
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
学
習
指

導
要
領
の
内
容
と
照
ら
し
合
わ
せ
、
こ
れ
ま
で
の
授
業
実
践
の
内
容
を
も
と

に
剣
道
の
授
業
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。
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シリーズ 中学校武道 授業の充実に向けて

容
と
照
ら
し
合
わ
せ
、「
主
体
的
・
対

話
的
で
深
い
学
び
」
の
実
現
に
向
け
た

授
業
改
善
に
つ
な
げ
る
に
は
ど
の
よ
う

に
し
た
ら
よ
い
か
。
剣
道
学
習
で
は
ど

の
よ
う
に
展
開
で
き
れ
ば
よ
い
か
考
え

た
い
。１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９終

わ
り
に

剣
道
の
現
状
と
課
題

主
体
的
な
学
び

対
話
的
な
学
び

深
い
学
び
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「
令
和
の
日
本
型
学
校
教

育
」
と
「
令
和
の
日
本
型

学
校
体
育
」
に
つ
い
て

「
主
体
的
・
対
話
的
で
深
い
学
び
」

の
視
点
か
ら
の
授
業
改
善
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◯

⑴
剣
道
授
業
の
現
状

　

今
年
（
２
０
２
３
）
４
月
号
の
月
刊

「
武
道
」
に
掲
載
さ
れ
た
「
令
和
４
年

度
全
国
体
力
・
運
動
能
力
、
運
動
習
慣

等
調
査
結
果
」
に
よ
る
と
、
全
国
的
な

剣
道
授
業
の
実
施
率
は
37
・
８
％
で
あ

っ
た
。
し
か
し
平
成
30
年
度
（
２
０
１

８
）
は
35
・
７
％
で
あ
っ
た
の
で
、
実

施
率
は
増
加
傾
向
と
い
え
る
。
ち
な
み

に
宇
都
宮
市
は
剣
道
の
実
施
率
が
100
％

で
あ
り
、
必
修
化
以
前
か
ら
高
い
実
施

率
を
誇
っ
て
お
り
、
剣
道
授
業
が
根
づ

い
て
い
る
。

　

ま
た
、
ス
ポ
ー
ツ
庁
委
託
事
業
「
武

道
等
指
導
充
実
・
資
質
向
上
支
援
事
業

に
係
る
武
道
指
導
に
関
す
る
調
査
結
果

（
２
０
１
９
）」
に
よ
れ
ば
、
剣
道
の
授

業
で
楽
し
か
っ
た
こ
と
の
主
な
理
由
と

し
て
、「
基
本
と
な
る
技
（
応
じ
技
や

難
し
い
技
）
を
打
っ
た
と
き
」
や
「
簡

単
な
攻
防
（
一
対
一
）
で
戦
う
こ
と
な

ど
）」「
達
成
、
成
功
（
面
や
胴
を
き
れ

い
に
打
て
た
な
ど
）
し
た
と
き
）」
が

多
い
と
い
う
デ
ー
タ
が
あ
る
。

　

こ
れ
ら
の
結
果
か
ら
、
子
供
は
基
本

技
や
応
じ
技
な
ど
を
上
手
に
打
ち
込
め

た
こ
と
で
達
成
感
を
味
わ
い
、
簡
易
な

攻
防
を
一
対
一
で
行
う
こ
と
を
楽
し

み
、
試
合
で
１
本
を
取
る
な
ど
の
成
功

体
験
を
さ
せ
る
こ
と
が
楽
し
い
剣
道
授

業
の
実
現
に
つ
な
が
る
こ
と
が
わ
か

る
。

⑵
剣
道
授
業
の
課
題

　

し
か
し
、
年
間
の
配
当
時
間
は
８
時

間
程
度
が
平
均
的
で
あ
る
。
中
学
校
で

初
め
て
体
験
す
る
武
道
は
、
基
礎
を
身

に
つ
け
る
ま
で
に
時
間
が
か
か
る
上

に
、
剣
道
具
を
装
着
す
る
な
ど
初
め
て

の
体
験
が
多
い
た
め
、
時
間
を
要
す
る

の
が
現
状
で
あ
る
。
８
時
間
程
度
で
剣

道
の
醍
醐
味
で
あ
る
攻
防
の
展
開
ま
で

導
く
こ
と
は
容
易
で
は
な
い
。
ま
た
、

剣
道
は
「
痛
い
」「
臭
い
」「
難
し
い
」

と
い
っ
た
マ
イ
ナ
ス
イ
メ
ー
ジ
か
ら
始

１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９終
わ
り
に

剣
道
の
現
状
と
課
題

主
体
的
な
学
び

対
話
的
な
学
び

深
い
学
び
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令
和
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日
本
型
学
校
教

育
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「
令
和
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日
本
型

学
校
体
育
」
に
つ
い
て

「
主
体
的
・
対
話
的
で
深
い
学
び
」

の
視
点
か
ら
の
授
業
改
善
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中
央
教
育
審
議
会
か
ら
令
和
３
年
１

月
に
「『
令
和
の
日
本
型
学
校
教
育
』

の
構
築
を
目
指
し
て
（
答
申
）」
が
示

さ
れ
た
。

　

子
供
一
人
一
人
を
大
切
に
す
る
た
め

に
は
、
学
習
場
面
で
、
個
々
の
学
習
状

況
に
応
じ
た
指
導
が
必
要
で
あ
り
、

「
個
別
最
適
な
学
び
」
で
は
子
供
一
人

一
人
の
特
性
や
進
度
に
応
じ
て
、
指
導

方
法
・
教
材
や
学
習
時
間
の
柔
軟
な
提

供
・
設
定
を
行
う
こ
と
な
ど
の
「
指
導

の
個
別
化
」。
子
供
自
身
が
、
学
習
が

最
適
と
な
る
よ
う
調
整
す
る
「
学
習
の

個
性
化
」
を
図
る
こ
と
が
必
要
で
あ

る
。
ま
た
、「
協
働
的
な
学
び
」
で
は

地
域
の
授
業
協
力
者
と
の
学
び
、
先
生

と
の
学
び
、
仲
間
な
ど
の
学
び
を
通
じ

て
、
対
話
を
重
ね
な
が
ら
考
え
や
体
験

を
深
め
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

　

保
健
体
育
で
も
、
こ
の
答
申
を
踏
ま

え
た
授
業
改
善
が
求
め
ら
れ
て
お
り
、

ス
ポ
ー
ツ
庁
で
は
令
和
４
年
か
ら
「
令

和
の
日
本
型
学
校
体
育
構
築
支
援
事

業
」
を
実
施
し
、
そ
の
中
に
「
多
様
な

武
道
等
指
導
の
充
実
及
び
支
援
体
制
の

強
化
」
を
位
置
付
け
て
い
る
。

　

学
校
の
体
育
活
動
は
、
体
力
向
上
、

健
康
増
進
、
競
争
心
や
協
調
性
、
他
者

を
尊
重
す
る
精
神
の
涵か
ん

養よ
う

、
人
間
関
係

の
形
成
な
ど
、
生
涯
に
わ
た
る
豊
か
な

生
活
を
実
現
す
る
た
め
の
基
礎
が
培
わ

れ
る
も
の
で
あ
る
。
子
供
た
ち
が
運
動

や
ス
ポ
ー
ツ
に
親
し
む
こ
と
が
で
き
る

よ
う
に
す
る
た
め
に
は
、
体
育
の
授

業
で
運
動
の
多
様
な
楽
し
み
方
を
共
有

し
、
運
動
が
苦
手
な
子
供
を
は
じ
め
、

全
て
の
子
供
に
で
き
る
喜
び
を
味
わ
わ

せ
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
、「
令
和

の
日
本
型
学
校
体
育
」
の
構
築
に
向
け

て
、
子
供
た
ち
の
安
全
・
安
心
を
確
保

し
、
技
能
差
・
体
力
差
・
体
格
差
等
に

配
慮
し
な
が
ら
、
個
々
の
能
力
に
適
し

た
指
導
・
支
援
を
行
う
こ
と
で
、
全
て

の
子
供
た
ち
の
可
能
性
を
引
き
出
す
個

別
最
適
な
学
び
と
協
働
的
な
学
び
を
実

現
す
る
体
育
の
授
業
改
善
を
図
る
こ
と

が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

　

本
稿
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
学
び
を
一

体
的
に
充
実
し
、
学
習
指
導
要
領
の
内
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ま
る
こ
と
が
多
い
こ
と
か
ら
導
入
の
工

夫
も
必
要
で
あ
る
。

　

こ
れ
ら
の
課
題
を
踏
ま
え
な
が
ら
、

一
人
一
人
に
剣
道
の
魅
力
を
知
っ
て
も

ら
い
、
で
き
る
喜
び
を
味
わ
わ
せ
る
剣

道
授
業
の
展
開
を
目
指
し
た
い
。

１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９終
わ
り
に

剣
道
の
現
状
と
課
題

主
体
的
な
学
び

対
話
的
な
学
び

深
い
学
び
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教
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和
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日
本
型

学
校
体
育
」
に
つ
い
て

「
主
体
的
・
対
話
的
で
深
い
学
び
」

の
視
点
か
ら
の
授
業
改
善
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学
習
指
導
要
領
解
説
総
則
編
で
は
、

「
主
体
的
・
対
話
的
で
深
い
学
び
」
の

実
現
に
向
け
た
授
業
改
善
に
つ
い
て
、

「
知
識
・
技
能
」「
思
考
力
・
判
断
力
・

表
現
力
」「
学
び
に
向
か
う
力
、
人
間

性
等
」
の
三
つ
の
視
点
に
立
っ
た
授
業

改
善
を
行
う
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
視
点
の
具
体
的
な
内
容
を
手
が
か

り
に
、「
質
の
高
い
学
び
」
を
実
現
し
、

学
習
内
容
を
深
く
理
解
す
る
こ
と
を
通

し
て
、
資
質
・
能
力
を
身
に
つ
け
、
子

供
が
生
涯
に
わ
た
っ
て
能
動
的
に
学
び

続
け
る
よ
う
に
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ

て
い
る
。

　

以
下
の
内
容
は
、
す
で
に
過
去
に
寄

稿
し
た
も
の
や
、『
剣
道
授
業
の
展
開
』

の
中
で
も
紹
介
さ
れ
て
い
る
も
の
も
含

ま
れ
る
が
、
改
め
て
「
主
体
的
・
対
話

的
で
深
い
学
び
」
の
視
点
か
ら
剣
道
指

導
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。

１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９終
わ
り
に

剣
道
の
現
状
と
課
題

主
体
的
な
学
び

対
話
的
な
学
び

深
い
学
び
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て

「
主
体
的
・
対
話
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で
深
い
学
び
」

の
視
点
か
ら
の
授
業
改
善
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⑴
生
徒
の
「
興
味
・
関
心
」
を
引
き
出

す
「
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
（
１
時

間
目
）」

　

多
く
の
生
徒
が
、
保
健
体
育
科
の
授

業
で
「
武
道
」
と
初
め
て
出
逢
う
。
ま

た
、
剣
道
の
事
前
ア
ン
ケ
ー
ト
を
と
る

と
、
多
く
の
生
徒
が
「
痛
そ
う
」「
臭

そ
う
」
と
い
っ
た
マ
イ
ナ
ス
面
を
挙
げ

る
こ
と
が
多
い
。
そ
れ
を
ま
ず
取
り
除

く
に
は
「
安
心
し
て
学
習
に
取
り
組
め

る
」
と
い
う
環
境
づ
く
り
で
あ
る
。

①　

短
時
間
で
基
本
を
定
着
さ
せ
る
た

め
の
方
法
と
し
て
ス
キ
ル
テ
ス
ト
が

あ
る
。
痛
く
な
い
技
の
取
得
や
、
小

さ
く
速
い
打
ち
の
取
得
。
そ
の
た
め

の
柔
ら
か
い
手
首
の
使
い
方
、
応
じ

技
に
役
立
つ
基
礎
作
り
な
ど
が
ね
ら

い
だ
。
特
に
、
剣
道
の
経
験
の
な
い

人
は
手
首
を
柔
ら
か
く
使
う
こ
と
が

苦
手
で
、
足
を
引
き
つ
け
る
動
作
が

不
慣
れ
だ
。
し
か
し
、
短
時
間
で
こ

れ
ら
を
習
得
す
る
こ
と
は
困
難
な
状

況
に
あ
る
。
そ
こ
で
授
業
冒
頭
の
数

分
間
を
使
い
、
継
続
し
て
行
え
る
ス

キ
ル
テ
ス
ト
を
紹
介
す
る
。
内
容
は

次
の
と
お
り
で
あ
る
（
資
料
１
）。

　
　

留
意
点
と
し
て
は
、
指
導
者
は
あ

く
ま
で
技
能
向
上
の
た
め
の
基
礎
づ

く
り
と
い
う
こ
と
を
よ
く
理
解
し
、

や
り
方
を
統
一
し
て
行
う
こ
と
が
重

要
で
あ
る
。
目
的
に
そ
っ
て
、
正
し

い
や
り
方
で
や
ら
せ
る
こ
と
が
で
き

れ
ば
、
基
本
が
身
に
つ
き
意
欲
向
上

に
も
つ
な
が
る
。
目
標
と
な
る
全
体

的
な
評
価
基
準
を
提
示
し
、
記
録
更

新
を
ね
ら
い
な
が
ら
、
結
果
、
基
本

と
な
る
ス
キ
ル
を
身
に
つ
け
る
こ
と

が
重
要
で
あ
る
。

②
ア
イ
ス
ブ
レ
イ
キ
ン
グ
の
工
夫

　
　

次
に
挙
げ
る
内
容
は
「
全
国
指
導

者
研
修
会
」
の
取
組
か
ら
学
ん
だ
オ

リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
の
内
容
で
あ

る
。
剣
道
と
良
い
出
逢
い
が
で
き
る

よ
う
、
最
も
丁
寧
に
行
う
べ
き
内
容

の
一
つ
が
「
導
入
」
す
な
わ
ち
、
１

時
間
目
の
「
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ

ン
」
で
あ
る
。
い
く
つ
か
の
具
体
例

を
挙
げ
る
。

　

・
手
の
平
攻
防

　

・
足
の
攻
防

　

・
剣
道
じ
ゃ
ん
け
ん

　

・
手
ぬ
ぐ
い
ゲ
ー
ム　
　

な
ど

③
剣
道
は
「
臭
い
」
を
払
拭
（
小
手
下
・

面
下
の
活
用
）

　

剣
道
が
嫌
い
に
な
る
要
因
と
し
て

は
、
①
臭
い
・
他
人
の
汗
が
汚
い
、

②
剣
道
具
を
着
け
る
の
に
手
間
が
か

か
る
な
ど
の
理
由
が
考
え
ら
れ
る
。

そ
こ
で
、
こ
の
マ
イ
ナ
ス
イ
メ
ー
ジ

を
克
服
さ
せ
る
た
め
に
、
剣
道
具
の

工
夫
が
あ
る
。
さ
ら
に
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
感
染
拡
大
防

止
を
踏
ま
え
、
全
日
本
剣
道
連
盟
作

成
の
手
引
き
を
参
考
に
、
剣
道
具
や

竹
刀
な
ど
、
用
具
の
衛
生
面
の
管
理

の
徹
底
を
講
じ
る
必
要
が
あ
る
。

ア
．
臭
い
・
他
人
の
汗
が
汚
い

　
〈
対
策
〉
⇩

・
面
を
着
け
る
際
に
は
頭
巾
や
あ
ご
あ
て

な
ど
を
利
用
し
顔
を
覆
う
（
写
真
１
）

・
小
手
下
を
着
け
て
か
ら
小
手
を
着
け
る

イ
．
面
を
着
け
る
の
に
手
間
が
か
か
る

　
〈
対
策
〉
⇩

・
面
ひ
も
に
透
明
の
ホ
ー
ス
を
通
し
絡

み
に
く
く
す
る
（
ホ
ー
ス
２
㎝
程

度
）（
写
真
２
）
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写真４　竹刀の縦打ち

資料１　スキルテスト評価一覧表
番号 内容 方法 技名 Ａ Ｂ Ｃ
1 竹刀の連打 元立ちは面の高さで受け、

連続で面打ち。
手首の柔らかさ 130 回以上

／ 30 秒
129 ～ 100 回
／ 30 秒

99 回以下
／ 30 秒

2 竹刀のボー
ルつき

構えた高さから、ボールを
竹刀で連続でつく。

手首の柔らかさ 80 回以上
／ 30 秒

79 ～ 70 回
／ 30 秒

69 回以下
／ 30 秒

3 竹刀の縦打
ち（写真４）

元立ちは竹刀を立てて持
ち、振りかぶったところか
ら、柄頭を連続の打突。

芯を捉える 35 回以上
／ 30 秒

34 ～ 25 回
／ 30 秒

24 回以下
／ 30 秒

4 ライン間の
往復打ち

二本のライン間を、踏み込
んで面打ちをしながら往復
する。

左足の引きつけ
打ち抜ける速さ

15 回以上
／ 30 秒

14 ～ 11 回
／ 30 秒

10 回以下
／ 30 秒

5 連続打ち 小手ー面ー胴ー小手ー面の
連続打ち。審判は元立ち５
人。

左足の引きつけ
連続打ち（かか
り稽古）

気剣体一致で
５本

気剣体一致で
４本

気剣体一致で
３本
以下

6 面返し胴 元立ちは振りかぶって面の
連続。応じる方はそれを受
けて返し胴の連続。（表・裏）

返し技
（手首の返し）

50 回以上
／ 30 秒

49 ～ 35 回
／ 30 秒

34 回以下
／ 30 秒

7 跳躍面 元立ちは面の高さで受け、
跳躍しながら面打ち。連続。

抜き技 45 回以上
／ 30 秒

44 回～ 40 回
／ 30 秒

39 回以下
／ 30 秒

8 小手抜き跳
躍面

元立ちは小手打ちの連続。
小手を抜いて面の連続。

抜き技 45 回以上
／ 30 秒

44 回～ 40 回
／ 30 秒

39 回以下
／ 30 秒

9 面すり上げ
面

元立ちは振りかぶって面の
連続。応じる方は表と裏、
交互にすり上げ面。連続。

すり上げ技 25 回以上
／ 30 秒

24 回～ 20 回
／ 30 秒

19 回以下
／ 30 秒

10 ボール打ち 元立ちがタイミングをみて
ボールを面に向かって投げ
る。踏み込んで面打ち。

出端技 ４本打ち返し
た
／５本中

３本打ち返し
た
／５本中

２本以下打ち
返した
／５本中

写真１　頭巾やあごあてを利用する写真２　面ひもにホースを通す

写真３　助け合って剣道具を装着
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深
め
た
り
す
る
場
面
を
ど
こ
に
設
定
す

る
か
、
学
び
の
深
ま
り
を
つ
く
り
だ
す

た
め
に
、
子
供
が
考
え
る
場
面
と
教
師

が
教
え
る
場
面
を
ど
の
よ
う
に
組
み
立

て
る
か
と
い
っ
た
観
点
で
単
元
計
画
を

立
て
、子
供
た
ち
に
示
す
よ
う
に
す
る
。

⑶
本
時
（
ま
た
は
単
元
）
の
課
題
と
課

題
解
決
の
方
法
を
明
確
に
す
る

　

授
業
で
は
、
子
供
自
身
が
「
単
元
目

標
や
本
時
の
目
標
を
達
成
す
る
た
め
の

課
題
は
何
か
に
気
づ
く
」
こ
と
が
大
切

で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、「
判
定
試
合
」

を
例
に
挙
げ
る
。

⑷
授
業
実
践
例

☆
仕
か
け
技
の
習
得
を
目
指
し
た
判
定

試
合
（
学
習
形
態
：
グ
ル
ー
プ
学
習
）

【
こ
の
時
間
の
「
評
価
規
準
」
※
「
お

お
む
ね
満
足
で
き
る
」
状
況
】

　

基
本
打
突
の
仕
方
と
受
け
方
で
は
、

中
段
の
構
え
か
ら
体
さ
ば
き
を
使
っ

て
、
面
や
胴
（
右
）
や
小
手
（
右
）
の

部
位
を
打
っ
た
り
受
け
た
り
す
る
こ
と

が
で
き
る
。（
技
能
）

資料２　第２学年「学習指導計画」の例（『剣道授業の展開』）

　

ペ
ア
で
防
具
の
装
着
が
定
着
し
て

き
た
と
こ
ろ
で
（
写
真
３
）、
剣
道

具
の
装
着
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
に
よ
る

相
互
評
価
の
実
施
。
ス
ピ
ー
ド
と
正

確
さ
を
確
か
め
、
教
え
合
い
な
が
ら

効
率
性
を
高
め
る
。
着
装
に
時
間
を

か
け
す
ぎ
て
、
本
来
の
楽
し
さ
や
目

的
に
触
れ
ず
に
終
わ
っ
て
し
ま
う
こ

と
は
避
け
る
。
面
ひ
も
を
結
ぶ
こ
と

で
“
結
ぶ
文
化
〟
も
大
切
に
し
な
が

ら
、
効
率
的
に
剣
道
具
を
装
着
さ
せ

た
い
。
面
ひ
も
を
結
ぶ
際
に
は
、
面

ひ
も
用
の
ホ
ー
ス
を
利
用
す
る
な
ど

の
工
夫
も
い
る
。
あ
る
程
度
、
し
く

み
や
装
着
方
法
を
身
に
つ
け
ス
ム
ー

ズ
に
防
具
の
着
脱
が
で
き
る
よ
う
に

な
っ
た
後
に
、
本
来
の
方
法
に
戻
す

の
も
一
手
段
と
考
え
る
。

⑵
学
習
の
見
通
し
（
単
元
計
画
）
を
わ

か
り
や
す
く
提
示
す
る
（
資
料
２
）

　

子
供
が
主
体
的
に
学
習
に
取
り
組
め

る
よ
う
に
、
学
習
の
見
通
し
を
立
て
た

り
、
学
習
を
振
り
返
っ
た
り
し
て
、
自

身
の
学
び
や
変
容
を
自
覚
で
き
る
場
面

を
ど
こ
に
設
定
す
る
の
か
、
対
話
に
よ

っ
て
自
分
の
考
え
な
ど
を
拡
げ
た
り
、
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ア
．
目
的

　

子
供
が
ま
ず
「
痛
い
」
打
ち
を
な
く

し
「
有
効
打
突
」
を
身
に
つ
け
る
た
め

判
定
試
合
を
導
入
し
た
。
共
通
的
な
課

題
は
、
全
子
供
が
１
本
に
な
る
「
有
効

打
突
を
身
に
つ
け
る
」
と
し
て
い
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
剣
道
は
１
本
（
有
効

打
突
）
が
わ
か
り
づ
ら
い
と
い
う
側

面
が
あ
る
。
特
に
中
学
校
で
初
め
て
出

会
う
武
道
（
剣
道
）
で
は
生
徒
が
わ
か

ら
な
い
こ
と
が
多
い
。
生
徒
か
ら
見
る

と
、「
気
・
剣
・
体
の
三
つ
を
同
時
に

見
取
る
こ
と
が
難
し
い
」「
ど
の
打
ち

が
１
本
な
の
か
わ
か
ら
な
い
」
な
ど
の

回
答
が
多
い
こ
と
か
ら
、
以
下
の
よ
う

な
方
法
で
判
定
試
合
を
行
い
、
生
徒

個
々
が
自
身
の
課
題
と
課
題
解
決
の
方

法
を
明
確
に
す
る
よ
う
に
し
た
。

イ
．
判
定
試
合
の
方
法

　

有
効
打
突
を
習
得
す
る
方
法
と
し
て

そ
の
条
件
は
三
つ
あ
る
が
同
時
に
見
取

る
こ
と
が
難
し
い
た
め
、「
気
・
剣
・

体
」
の
三
つ
を
分
解
し
、
合
格
と
な
る

基
準
（
ポ
イ
ン
ト
）
を
わ
か
り
や
す
く

キ
ー
ワ
ー
ド
に
し
て
提
示
し
た
。

ウ
．
判
定
基
準

　

気
：
大
き
な
か
け
声
（
気
迫
）

　

剣
：�

竹
刀
の
打
突
部
で
打
突
部
位
を

捉
え
て
い
る

　

体
：�

体
さ
ば
き
（
踏
み
込
み
）、
残

心　

※
踏
み
込
み
は
徐
々
に
指

導
す
る

　

さ
ら
に
生
徒
の
「
自
分
の
打
ち
が
１

本（
有
効
打
突
）な
の
か
わ
か
ら
な
い
」

と
の
意
見
を
参
考
に
、
審
判
が
判
定
し

確
認
す
る
こ
と
と
し
た
。
そ
の
際
、
審

判
は
気
剣
体
の
そ
れ
ぞ
れ
一
つ
だ
け
を

判
定
し
３
本
旗
が
上
が
れ
ば
合
格
と
し

た
。
判
定
後
は
そ
の
理
由
を
試
合
者
に

説
明
す
る
こ
と
を
義
務
付
け
た
。

エ
．
評
価
方
法

・
絶
対
評
価
（
個
人
）
…
…
審
判
３
人

が
そ
れ
ぞ
れ
気
・
剣
・
体
の
札
を
持

ち
、
判
定
基
準
に
則
り
判
定
を
行

う
。
試
合
者
の
片
方
が
面
・
小
手
・

胴
の
順
番
で
披
露
し
た
後
、
審
判
は

「
判
定
」の
掛
け
声
で
旗
を
上
げ
る
。

３
本
と
も
に
旗
が
上
が
れ
ば
勝
ち
と

な
り
、
次
は
同
じ
手
順
で
逆
の
試
合

者
が
面
・
小
手
・
胴
を
披
露
し
判
定

す
る
。（
写
真
５
）

　

判
定
試
合
後
の
話
し
合
い
の
注
意
点

で
は
、
審
判
は
わ
か
り
や
す
く
、
前
向

き
な
言
葉
で「
ど
こ
が
良
か
っ
た
か
」、

「
ど
う
修
正
し
た
ら
旗
が
上
が
る
か
」

に
つ
い
て
伝
え
る
と
い
う
ル
ー
ル
を
決

め
た
。
そ
の
結
果
と
し
て
、

１
．
審
判
者
が
試
合
者
に
具
体
的
な
言

葉
で
判
定
理
由
を
伝
え
る
こ
と
に

よ
り
、
試
合
者
の
課
題
解
決
の
方

法
が
明
確
に
な
る

２
．
試
合
者
の
技
能
が
高
ま
る
こ
と
に

よ
り
、
審
判
者
が
試
合
を
重
ね
る

ご
と
に
真
剣
な
態
度
で
臨
む

３
．
試
合
者
は
３
本
旗
が
上
が
る
こ
と

で
「
有
効
打
突
を
打
て
た
」
と
い

う
課
題
解
決
の
達
成
感
を
味
わ
う

　

な
ど
が
示
さ
れ
た
。

オ
．
留
意
事
項

・
面
・
小
手
・
胴
の
順
番
で
３
本
を
披

露
す
る
判
定
試
合
で
は
、
１
本
目
は

で
き
て
い
る
が
２
本
目
や
３
本
目
を

ミ
ス
す
る
場
合
が
あ
る
。
そ
の
際
、

修
正
が
必
要
な
技
が
１
本
で
も
あ
れ

ば
旗
を
上
げ
ず
、
修
正
ポ
イ
ン
ト
を

伝
え
る
こ
と
が
次
に
つ
な
が
る
こ
と

か
ら
厳
し
く
判
定
さ
せ
た
い
。
あ
く

ま
で
目
的
は
有
効
打
突
の
習
得
の
た

め
勝
敗
に
こ
だ
わ
り
す
ぎ
な
い
。

⑸
毎
時
の
ふ
り
か
え
り
を
大
切
に
す
る

　

本
時
で
は
「
何
を
学
ん
だ
の
か
」「
何

が
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
何
が
課
題
と

な
っ
た
の
か
」
に
つ
い
て
、
自
己
の
学

び
の
ふ
り
か
え
り
を
習
慣
化
す
る
こ
と

が
大
切
で
あ
る
。

⑹
本
時
（
単
元
）
の
学
習
成
果
の
確
認

「
面
で
１
本
が
と
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
」「
審
判
が
上
達
し
た
」
な
ど
、
学

び
の
成
果
を
数
多
く
実
感
で
き
る
よ
う

に
す
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。
反
対
に

「
小
手
で
１
本
と
れ
な
か
っ
た
」
な
ど

の
、
で
き
な
か
っ
た
こ
と
も
成
果
と
し

て
捉
え
て
次
の
課
題
に
つ
な
げ
る
言
葉

が
け
を
教
師
が
機
を
逃
さ
ず
に
行
う
こ

写真５　判定試合（令和３年度全国剣道指導者研修会）
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と
が
大
切
で
あ
る
。

１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９終
わ
り
に

剣
道
の
現
状
と
課
題

主
体
的
な
学
び

対
話
的
な
学
び

深
い
学
び

10 11 12◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯

◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯

「
令
和
の
日
本
型
学
校
教

育
」
と
「
令
和
の
日
本
型

学
校
体
育
」
に
つ
い
て

「
主
体
的
・
対
話
的
で
深
い
学
び
」

の
視
点
か
ら
の
授
業
改
善

◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯

◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯

◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯

◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯

◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯

◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯

◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯

◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯

⑴
生
徒
の
表
現
力
を
伸
ば
す
手
立
て

　

一
人
一
人
が
課
題
を
明
確
に
し
、
言

葉
で
表
現
し
や
す
い
よ
う
に
す
る
た
め

に
、
対
戦
型
の
試
合
を
紹
介
す
る
。
対

話
的
な
学
び
と
は
一
概
に
言
葉
が
多
く

飛
び
交
う
こ
と
が
目
的
で
は
な
い
。
指

導
目
標
を
達
成
す
る
た
め
の
手
段
で
あ

る
と
い
う
こ
と
を
念
頭
に
置
い
て
、
生

徒
相
互
の
有
意
義
な
対
話
が
実
現
で
き

る
よ
う
に
し
た
い
。

☆
対
戦
型
の
判
定
試
合 

（
学
習
形
態
：
グ
ル
ー
プ
学
習
）

【
こ
の
時
間
の
「
評
価
規
準
」
※
「
お

お
む
ね
満
足
で
き
る
」
状
況
】

　

体
力
や
技
能
の
程
度
、
性
別
等
の
違

い
に
配
慮
し
て
、
仲
間
と
と
も
に
武
道�

を
楽
し
む
た
め
の
活
動
の
方
法
や
修
正

の
仕
方
を
見
つ
け
て
い
る
。（
思
考
・

判
断
・
表
現
）

ア
．
目
的

　

判
定
試
合
は
、
試
合
者
が
交
互
に
基

本
技
を
披
露
し
、
ど
ち
ら
が
優
れ
て
い

る
か
判
定
で
決
め
る
対
戦
型
の
試
合
方

法
で
あ
る
。
対
戦
型
は
、
こ
れ
ま
で
個

人
内
評
価
で
あ
る
程
度
上
達
し
て
い
る

２
人
で
対
戦
す
る
こ
と
が
大
切
で
あ

る
。

　

審
判
者
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
試
合
者
の

違
い
を
見
つ
け
て
勝
敗
を
判
定
す
る
こ

と
が
求
め
ら
れ
る
。
し
か
し
、
こ
の
対

戦
型
を
行
う
こ
と
で
、
試
合
者
の
本

気
度
が
変
わ
り
、
審
判
が
よ
り
深
い
と

こ
ろ
で
違
い
を
見
つ
け
指
摘
す
る
箇
所

を
探
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
た
め
真
剣

さ
が
増
す
。
対
戦
型
は
、
試
合
者
以
上

に
、
審
判
者
の
思
考
力
や
判
断
力
に
お

け
る
課
題
と
そ
の
課
題
解
決
と
い
う
観

点
か
ら
も
有
効
で
あ
る
。

イ
．
方
法

　

判
定
試
合
は
、
試
合
者
２
人
審
判
３

人
の
５
人
グ
ル
ー
プ（
基
本
）で
行
う
。

ウ
．
評
価
方
法

・
相
対
評
価
（
対
戦
）

　

個
人
評
価
と
同
じ
く
審
判
３
人
が

そ
れ
ぞ
れ
気
・
剣
・
体
の
札
を
持

ち
、
判
定
基
準
に
則
り
判
定
を
行

う
。
試
合
者
は
面
・
小
手
・
胴
の
順

番
で
交
互
に
披
露
す
る
。
審
判
は

各
々
が
終
わ
っ
た
後
、「
判
定
」
の

掛
け
声
で
ど
ち
ら
か
一
方
（
優
れ
て

い
る
方
）
に
旗
を
上
げ
る
。
上
が
っ

た
旗
が
多
い
方
が
勝
ち
。

エ
．
留
意
事
項

・
打
突
と
足
さ
ば
き
が
ず
れ
て
い
る
、

発
声
が
遅
れ
る
な
ど
が
な
い
よ
う
に

最
終
的
に
は
気
剣
体
が
一
致
す
る
よ

う
に
さ
せ
る
。

・
相
手
と
の
勝
負
（
相
対
評
価
）
に
な

っ
た
場
合
、
基
立
ち
に
よ
っ
て
、
試

合
者
が
上
手
に
打
ち
込
め
な
い
場
合

も
生
じ
る
こ
と
か
ら
相
手
は
協
力
者

で
あ
る
こ
と
理
解
さ
せ
、
正
々
堂
々

と
戦
わ
せ
る
。

オ
．
成
果

〇
審
判
者
が
簡
易
試
合
で
、
有
効
打
突

（
１
本
）
を
躊
躇
せ
ず
に
判
定
す
る

場
面
が
増
え
た
。

〇
気
剣
体
一
致
の
有
効
打
突
を
身
に
つ

け
る
こ
と
で
、
応
じ
技
も
早
く
習
得

で
き
る
よ
う
に
な
り
、
簡
易
試
合
で

有
効
打
突
（
１
本
）
を
取
得
で
き
る

生
徒
の
割
合
が
増
え
た
。

〇
審
判
者
の
対
話
の
様
子
や
試
合
者
の

試
合
内
容
か
ら
、
確
実
な
知
識
や
技

能
の
定
着
と
と
も
に
、
思
考
力
や
判

断
力
、表
現
力
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。

１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９終
わ
り
に

剣
道
の
現
状
と
課
題

主
体
的
な
学
び

対
話
的
な
学
び

深
い
学
び

10 11 12◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯

◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯

「
令
和
の
日
本
型
学
校
教

育
」
と
「
令
和
の
日
本
型

学
校
体
育
」
に
つ
い
て

「
主
体
的
・
対
話
的
で
深
い
学
び
」

の
視
点
か
ら
の
授
業
改
善

◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯

◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯

◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯

◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯

◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯

◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯

◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯

◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯

⑴
易
し
い
課
題
に
終
始
せ
ず
、
試
行
錯

誤
を
促
す
た
め
の
工
夫

　

子
供
が
、
課
題
解
決
に
向
け
て
試
行

錯
誤
を
繰
り
返
し
、
仲
間
や
地
域
指
導

者
、
教
師
な
ど
の
他
者
の
力
を
得
な
が

ら
も
、
自
ら
の
力
で
課
題
解
決
で
き
る

よ
う
な
場
面
を
設
定
す
る
こ
と
が
大
切

で
あ
る
。
そ
の
た
め
に
以
下
の
「
級
審

査
」
を
例
に
挙
げ
る
。（
資
料
４
）

☆
基
本
的
な
技
能
の
定
着
を
図
る
た
め

の
級
審
査
の
導
入 

（
学
習
形
態
：
ペ
ア
学
習
）

ア
．
目
的

　

基
本
動
作
や
基
本
打
ち
、
連
続
技
や

応
じ
技
の
習
得
を
目
指
し
学
校
独
自
の

級
審
査
を
導
入
し
た
。
剣
道
は
段
位
制

度
が
あ
る
。
昇
段
審
査
に
挑
戦
す
る
こ

と
は
老
若
男
女
が
生
涯
に
わ
た
り
剣
道

を
継
続
で
き
る
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
一

つ
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
特
徴
を
生
か
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階
に
合
わ
せ
た
練
習
が
行
え
れ
ば
目
標

が
明
確
に
な
り
主
体
的
に
取
り
組
め
る

よ
う
に
な
り
、
よ
り
正
確
な
技
能
や
知

識
な
ど
の
習
得
に
向
け
て
、
自
ら
取
り

組
む
よ
う
に
な
る
こ
と
を
目
指
し
て
い

く
。

イ
．
級
審
査
の
方
法

　

１　

�

一
斉
指
導
に
よ
り
技
の
ポ
イ
ン

ト
な
ど
を
説
明
し
実
践
す
る

　

２　

�

ペ
ア
学
習
（
課
題
や
能
力
が
同

じ
級
同
士
で
）
に
よ
り
技
の
探

求

　

３　
�

審
査
（
審
査
員
：
保
健
体
育
教

員
お
よ
び
外
部
指
導
者
・
写
真

６
）

　

４　

�

審
査
結
果
を
踏
ま
え
ペ
ア
学
習

（
上
級
者
は
級
取
得
が
遅
れ
て

い
る
生
徒
へ
の
支
援
）

　

５　

�

合
格
者
に
は
学
校
独
自
の
認
定

証
を
授
与
（
名
札
に
級
シ
ー
ル

を
貼
付
・
写
真
７
）

ウ
．
成
果

〇
合
格
す
る
ま
で
何
度
も
練
習
を
行
う

こ
と
か
ら
運
動
量
の
確
保
に
つ
な
が

り
、
技
能
は
も
と
よ
り
、
体
力
の
向

上
に
つ
な
が
る
。

〇
ペ
ア
に
限
ら
ず
合
格
し
た
生
徒
に
ア

ド
バ
イ
ス
を
も
ら
う
場
面
を
意
図
的

に
作
る
こ
と
で
、
必
然
性
の
あ
る
対

話
が
広
が
り
、
最
後
は
ほ
ぼ
全
員
が

最
上
級
に
合
格
す
る
こ
と
が
で
き

る
。

〇
生
徒
は
自
分
の
目
標
が
明
確
と
な

り
、
自
ら
達
成
感
を
味
わ
い
な
が
ら

取
り
組
め
る
。

〇
審
査
員
の
前
で
、
緊
張
感
を
も
っ
て

技
を
披
露
す
る
こ
と
は
、
ペ
ア
が
よ

り
協
力
し
合
い
真
剣
な
態
度
で
臨
む

姿
が
見
ら
れ
る
。
生
徒
同
士
の
学
び

合
い
が
促
進
さ
れ
、
合
格
し
た
喜
び

が
大
き
く
達
成
感
に
つ
な
が
る
。

エ
．
課
題

○
審
査
の
手
間
と
時
間
を
要
す
る
。

○
主
体
的
・
対
話
的
で
深
い
学
び
の
実

現
に
向
け
た
授
業
改
善
を
考
え
る
こ

と
は
、
単
元
や
題
材
な
ど
内
容
や
時

間
の
ま
と
ま
り
を
ど
の
よ
う
に
構
成

す
る
か
と
い
う
デ
ザ
イ
ン
を
考
え
る

こ
と
に
他
な
ら
な
い
。
主
体
的
・
対

話
的
で
深
い
学
び
の
実
現
は
、
バ
ラ

ン
ス
あ
る
資
質
・
能
力
の
実
現
に
つ

な
が
り
、
さ
ら
に
は
生
き
る
力
を
育

む
も
の
と
な
る
。

⑵
課
題
の
解
決
に
向
け
た
思
考
の
深
ま
り

『
剣
道
授
業
の
展
開
』
の
中
で
は
、
剣

道
で
伝
え
た
い
精
神
性
・
態
度
育
成
を

以
下
の
と
お
り
整
理
し
、
剣
道
の
単
元

計
画
（
資
料
３
）
の
中
で
記
載
す
る
こ

と
を
推
奨
し
て
い
る
。

　

深
い
学
び
が
目
指
す
と
こ
ろ
は
、
剣

道
と
い
う
「
教
材
」
と
豊
か
に
か
か
わ

り
、
剣
道
の
特
性
に
触
れ
る
楽
し
さ
を

味
わ
う
と
と
も
に
、
剣
道
の
意
味
や
価

値
に
気
づ
か
せ
る
指
導
が
大
切
で
あ

る
。

⑶
１
人
１
台
端
末
の
活
用

　
（
学
習
形
態
：
ペ
ア
学
習
）

ア
．
目
的

　

目
的
を
「
基
本
技
や
応
じ
技
、
自
分

に
合
っ
た
技
の
習
得
」
と
し
、
Ｉ
Ｃ

Ｔ
（
情
報
通
信
技
術
）
と
し
て
タ
ブ
レ

ッ
ト
端
末
な
ど
を
活
用
し
な
が
ら
ペ
ア

学
習
や
グ
ル
ー
プ
学
習
で
実
践
す
る
。

個
々
で
異
な
る
技
を
練
習
す
る
際
に

は
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
活
用
は
有
効
で
あ
る
。

以
前
私
が
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
て
実
践

し
て
い
た
際
は
「
得
意
技
」
の
習
得
を

目
指
し
実
践
し
て
い
た
が
、
現
行
の
学

習
指
導
要
領
で
は
そ
の
表
記
が
な
い
。

そ
の
た
め
、
自
由
練
習
や
簡
易
試
合
で

試
せ
る
技
を
一
つ
選
び
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用

し
な
が
ら
習
得
を
図
る
。

写真６　級審査は審査員（左）が行う写真７　名札に級シールを貼付

し
て
学
校
独
自
の
基
準
で
級
審
査
を
行

い
意
欲
向
上
に
つ
な
げ
た
い
。

　

目
的
は
、
全
員
に
基
本
動
作
や
基
本

的
な
技
能
を
習
得
さ
せ
定
着
を
図
る
こ

と
が
ね
ら
い
で
あ
る
。
子
供
自
身
の
つ

ま
ず
き
を
見
え
る
化
し
、
各
個
人
の
段



イ
．
１
人
１
台
端
末
を
活
用
し
た
技
の

方
法

▽
師
範
の
技
を
映
像
で
見
て
イ
メ
ー
ジ

作
り
を
行
う
。
→
師
範
の
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を

活
用
す
る
。（
写
真
８
）

・
自
分
や
ペ
ア
の
映
像
を
見
て
課
題
を

発
見
す
る
。
→
映
像
を
遅
延
す
る
装

置
を
う
ま
く
活
用
し
て
、
技
の
実
践

後
、
す
ぐ
に
映
像
を
視
聴
で
き
る
よ

う
に
す
る
。

・
ペ
ア
学
習
で
、
つ
ま
ず
い
た
時
は
師

範
の
Ｄ
Ｖ
Ｄ
で
確
認
を
さ
せ
る
。

・
出
来
栄
え
を
遅
延
装
置
で
確
認
。（
繰

り
返
す
）

・
自
由
練
習
や
簡
易
試
合
の
映
像
を
見

て
、
自
分
が
良
く
使
う
技
や
有
効
打

突
に
な
り
や
す
い
技
を
発
見
し
さ
ら

に
練
習
を
行
う
。

▽
パ
ソ
コ
ン
の
活
用
【
全
体
】

・
パ
ソ
コ
ン
を
体
育
館
に
数
台
設
置

し
、
師
範
の
Ｄ
Ｖ
Ｄ
が
い
つ
で
も
見

ら
れ
る
よ
う
に
セ
ッ
テ
ィ
ン
グ
し
て

も
よ
い
。

・
遅
延
装
置
は
全
員
が
行
う
の
で
は
な

く
、
パ
ソ
コ
ン
を
電
子
黒
板
に
つ
な

い
で
準
備
を
し
て
、
確
認
し
た
い
ペ

ア
だ
け
が
活
用
す
る
と
い
う
方
法
で

も
よ
い
。

ウ
．
成
果

〇
生
徒
の
興
味
関
心
を
高
め
る
こ
と
が

で
き
た
。

〇
課
題
や
や
る
べ
き
こ
と
を
把
握
す
る

こ
と
が
で
き
た
。

〇
自
分
や
相
手
の
動
き
を
撮
影
し
た
動

画
を
も
と
に
話
し
合
い
、
活
動
が
活

発
化
さ
れ
た
。

エ
．
今
後
の
活
用
に
つ
い
て

「
令
和
の
日
本
型
教
育
」
の
個
別
最
適

な
学
び
と
協
働
的
な
学
び
の
実
現
で

は
、
基
盤
的
な
ツ
ー
ル
と
し
て
の
Ｉ
Ｃ

Ｔ
の
活
用
が
不
可
欠
と
さ
れ
て
い
る
。

Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
活
用
に
よ
っ
て
、
個
別
最
適

な
学
び
と
協
働
的
な
学
び
の
一
体
的
な

充
実
を
図
る
こ
と
が
で
き
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を

利
活
用
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
主
体

資料３　単元計画は剣道で伝えたい精神性・態度育成を記載（『剣道授業の展開』）

写真８　師範の技を動画で確認
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剣道級審査　基準表

学年 級 達成項目 具体的な内容 判定

１
・
２
年

９
級

①礼儀作法
②竹刀の握り方
③竹刀の振り方

①�相手を尊重し、規則や礼法を守る態度を身に
つけることができる。（道場の出入りや授業前
後のあいさつ、相手へのあいさつを、目を見
ながら大きな声でできる）
②�竹刀を上から握り、柄の端と端を持つことが
できる。構えた時の剣先は相手のおおよそ喉
の高さで肩の力が抜けている。
③�真っ直ぐに振りかぶり振り下ろすことができ
る。

８
級

①気合い
②足さばき

①打突と一緒に気合を出すことができる。
②左足が右足より前に出ない足さばきができる。

７
級

打突＋体さばき
（送り足・残心）

・竹刀の打突部で、小手・面・胴が打てる。
・打突時の竹刀の音と踏み込みが同時にできる。
・�打突後、すり足で抜け残心をきめることがで
きる。

６
級

２・３段技 ・動作を連続してできる。
・�１本目の打突後、左足の引き付けを素早くで
きる。
・手と足の動きを合せて打突できる。

５
級

体当たり引き技 ・�お互いがポンとはじけるように体当たりがで
きる。（ボールがぶつかり合う感じ）
・�体当たりをした後に下がりながら打突ができ
る。
・素早く引いて間合いをきることができる。

４
級

抜き技 ・体さばきを使って抜くことができる。
・素早く打突することができる。
・�抜くことと打突を一連の動作ですることがで
きる。

３
年

３
級　

一
つ
選
択

出ばな技 ・タイミングをとらえて打突することができる。
・�体勢を崩さずに、思い切って踏み込んで打突
することができる。
・�打突部で打突部位を打ち、残心を示すことが
できる。

払い技
（遠間から一足出て払い、
踏み込んで打突）

・表か裏から払うことができる。
・�払った後、打突と踏み込みを合せることがで
きる。
・�打突部で打突部位を打ち、残心を示すことが
できる。
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シリーズ 中学校武道 授業の充実に向けて

的
・
対
話
的
で
深
い
学
び
に
よ
る
授
業

改
善
に
も
つ
な
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。

注
意
す
る
点
と
し
て
は
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
活

用
は
あ
く
ま
で
手
段
で
あ
り
、
目
的
で

は
な
い
こ
と
を
し
っ
か
り
と
捉
え
、
教

員
側
が
は
っ
き
り
と
し
た
目
的
を
持

ち
、
そ
れ
を
果
た
す
た
め
の
目
標
を
立

て
授
業
に
臨
む
こ
と
が
重
要
と
考
え

る
。
結
果
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
活
用
が
有
効
で

あ
っ
た
と
い
う
授
業
に
し
た
い
。
授
業

を
組
み
立
て
る
際
に
は
、
単
元
計
画
の

ど
の
部
分
で
利
用
す
る
と
目
的
が
達
成

で
き
る
の
か
を
明
確
に
し
、
主
体
的
・

対
話
的
で
深
い
学
び
の
実
現
に
つ
な
が

る
授
業
改
善
を
目
指
し
、
三
つ
の
資

質
・
能
力
を
バ
ラ
ン
ス
よ
く
育
成
で
き

る
よ
う
に
し
て
い
き
た
い
。

１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９終
わ
り
に

剣
道
の
現
状
と
課
題

主
体
的
な
学
び

対
話
的
な
学
び

深
い
学
び

10 11 12◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯

◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯

「
令
和
の
日
本
型
学
校
教

育
」
と
「
令
和
の
日
本
型

学
校
体
育
」
に
つ
い
て

「
主
体
的
・
対
話
的
で
深
い
学
び
」

の
視
点
か
ら
の
授
業
改
善

◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯

◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯

◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯

◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯

◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯

◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯

◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯

◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯

　

令
和
３
年
３
月
に
文
部
科
学
省
初
等

中
等
教
育
局
教
育
課
程
課
か
ら
発
信
さ

れ
た
「
学
習
指
導
要
領
の
趣
旨
の
実
現

に
向
け
た�

個
別
最
適
な
学
び
と
協
働

的
な
学
び
の
一
体
的
な
充
実
に
関
す
る�

参
考
資
料
」
で
は
、
新
た
に
学
校
に
お

け
る
基
盤
的
な
ツ
ー
ル
と
な
る
Ｉ
Ｃ
Ｔ

も
最
大
限
活
用
し
な
が
ら
、
多
様
な
子

供
た
ち
を
誰
一
人
取
り
残
す
こ
と
な
く

育
成
す
る
「
個
別
最
適
な
学
び
」
と
、

子
供
た
ち
の
多
様
な
個
性
を
最
大
限
に

生
か
す
「
協
働
的
な
学
び
」
の
一
体
的

な
充
実
が
図
ら
れ
る
こ
と
が
求
め
ら
れ

て
い
る
。

　

特
に
個
別
最
適
な
学
び
に
つ
い
て

は
、
剣
道
の
授
業
に
お
い
て
も
よ
り
一

層
の
研
究
が
必
要
で
あ
る
と
思
う
。
全

て
の
体
育
教
師
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
生
徒

の
学
習
進
度
や
学
習
到
達
度
に
応
じ
た

教
材
や
学
習
時
間
を
提
供
す
る
こ
と
は

容
易
な
こ
と
で
は
な
い
か
ら
だ
。
現
状

は
１
人
１
台
端
末
の
普
及
に
よ
り
、
少

し
ず
つ
そ
の
個
別
最
適
に
向
け
た
環
境

は
整
い
つ
つ
あ
る
が
、
剣
道
に
お
い
て

も
そ
の
研
究
・
開
発
が
急
務
で
あ
る
と

思
う
。

　

き
め
細
や
か
な
指
導
を
実
現
さ
せ
る

た
め
に
、
以
前
は
地
域
指
導
者
の
協
力

を
得
て
授
業
実
践
を
行
っ
て
い
た
。
よ

り
専
門
性
が
必
要
と
な
る
剣
道
で
は
、

専
門
家
が
実
技
を
実
際
に
見
せ
る
こ
と

で
生
徒
た
ち
の
意
欲
向
上
や
技
の
上
達

に
も
つ
な
が
る
。
ま
た
安
全
管
理
の
面

で
も
、
専
門
家
の
目
線
で
ア
ド
バ
イ
ス

を
受
け
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
地
域
指
導

者
の
活
用
を
推
奨
し
た
い
。

　

終
わ
り
に
、
剣
道
の
目
的
は
人
づ
く

り
、
教
育
の
目
的
も
人
づ
く
り
に
あ
り

い
つ
の
時
代
も
変
わ
ら
な
い
。
私
が
、

以
前
行
っ
た
生
徒
対
象
の
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
で
は
、「
剣
道
を
学
ぶ
目
的
は
何

で
す
か
」
と
い
う
質
問
項
目
に
つ
い

て
、
事
前
調
査
で
は
「
礼
儀
正
し
さ
」

と
回
答
し
た
割
合
が
21
％
で
あ
っ
た
の

に
対
し
、
事
後
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
41
％

に
向
上
し
た
。
こ
の
結
果
か
ら
、
生
徒

自
身
が
剣
道
の
授
業
で
礼
儀
正
し
さ
を

学
ん
だ
こ
と
を
実
感
し
、
剣
道
授
業
の

目
的
と
し
て
捉
え
る
こ
と
が
で
き
た
こ

と
が
伺
え
る
。
学
習
指
導
要
領
が
変
わ

り
、
授
業
づ
く
り
や
視
点
が
変
わ
っ
て

も
剣
道
の
本
質
は
変
わ
ら
な
い
。

　

剣
道
は
竹
刀
を
使
っ
て
互
い
に
打
ち

合
う
攻
防
の
展
開
の
中
で
有
効
打
突
を

求
め
て
楽
し
さ
を
味
わ
う
特
性
が
あ

り
、
そ
の
相
手
は
、
体
力
の
向
上
や
技

の
習
得
、
心
を
養
う
た
め
の
良
き
協
力

者
と
い
う
考
え
方
が
あ
る
。
良
き
協
力

者
で
あ
る
相
手
に
対
し
て
、
心
か
ら
敬

意
を
払
う
こ
と
は
不
可
欠
で
あ
り
、
そ

の
考
え
を
態
度
（
形
）
で
表
す
の
が
礼

儀
作
法
で
あ
る
。
１
対
１
で
対
峙
し
、

相
手
と
真
剣
に
向
き
合
う
剣
道
だ
か
ら

こ
そ
自
分
と
向
き
合
い
、
勝
っ
た
喜
び

や
負
け
た
悔
し
さ
を
抑
え
、
惻
隠
の
情

の
気
持
ち
で
相
手
に
礼
を
す
る
こ
と
を

学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
そ
の
態

度
を
日
常
の
生
活
に
生
か
す
こ
と
は
好

ま
し
い
社
会
的
態
度
の
育
成
に
つ
な
が

る
と
考
え
る
こ
と
か
ら
大
切
に
し
て
い

き
た
い
。

写真９　指導を行う筆者（右）
（平成 30年度全国剣道指導者研修会）


